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1.  平成21年3月期第3四半期の業績（平成20年4月1日～平成20年12月31日） 

 

(2) 財政状態 

  

(1) 経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年3月期第3四半期 17,440 ― 1,986 ― 1,922 ― 924 ―
20年3月期第3四半期 11,932 52.0 968 32.6 921 26.0 383 △5.3

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期純利

益
円 銭 円 銭

21年3月期第3四半期 14,973.41 ―
20年3月期第3四半期 6,366.24 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

21年3月期第3四半期 14,087 5,334 37.9 81,579.43
20年3月期 8,424 3,544 42.1 57,738.10

（参考） 自己資本   21年3月期第3四半期  5,334百万円 20年3月期  3,544百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無   

1株当たり配当金

（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

20年3月期 ― 0.00 ― 1,900.00 1,900.00
21年3月期 ― 0.00 ― ――― ―――

21年3月期（予想） ――― ――― ――― 2,400.00 2,400.00

3.  平成21年3月期の業績予想（平成20年4月1日～平成21年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）業績予想数値の当四半期における修正の有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純

利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 23,400 42.2 2,250 55.3 2,200 58.7 900 52.4 14,660.36

4.  その他 
(1) 簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  

[(注) 詳細は、４ページ【定性的情報・財務諸表等】 5. その他をご覧ください。]  

(2) 四半期財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載されるもの） 

[(注) 詳細は、４ページ【定性的情報・財務諸表等】 5. その他をご覧ください。]  

(3) 発行済株式数（普通株式） 

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 21年3月期第3四半期  65,390株 20年3月期  61,390株
② 期末自己株式数 21年3月期第3四半期  ―株 20年3月期  ―株
③ 期中平均株式数（四半期累計期間） 21年3月期第3四半期  61,725株 20年3月期第3四半期  60,299株

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
１．当事業年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第12号)及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第14号)
を適用しております。また、「四半期財務諸表等規則」に従い四半期財務諸表を作成しております。 
２．上記の予想は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、実際の業績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。  



※ 前年同期増減率につきましては、参考として記載しております。 

当第３四半期累計期間における我が国経済は、世界的な金融危機の拡大に伴う景気の一層の下振れ懸

念により、雇用情勢は急速に悪化しつつあります。 

 当業界におきましても、個人消費の低下に伴い、外食機会が減少する中、業界内での競争は増々激し

さを増しております。また、食品偽装問題や食品への薬物混入問題等に対する食の安全に対する消費者

の防衛意識の高まりを受け、経営環境は一段と厳しい状況となっております。 

 このような状況の下、当社は第２四半期に引続き、より収益性の高い「丸亀製麺」部門へ経営資源を

集中させ、更なる業容の拡大を図ると共に、一層の経営効率の向上に努めてまいりました。 

 部門別の出店状況といたしましては、当第３四半期累計期間において主力のセルフうどん業態である

「丸亀製麺」部門で73店舗（ロードサイド59店舗、ショッピングセンター内14店舗）、他の業態ではラ

ーメン業態である「丸醤屋」部門で１店舗（ショッピングセンター内１店舗）を出店する一方、「とり

どーる」部門では１店舗を閉店し、当第３四半期会計期間末の営業店舗数は全部門の合計で263店舗と

なりました。 

 この結果、当第３四半期累計期間の業績は、売上高17,440百万円、営業利益1,986百万円、経常利益

1,922百万円、四半期純利益924百万円となりました。 

  

第３四半期累計期間における部門別業績は、次のとおりであります。 

・定性的情報・財務諸表等

1. 経営成績に関する定性的情報

部門 店舗数（店) 売上高（百万円） 前年同期増減率（％）

丸亀製麺 181 12,192 95.5

とりどーる 26 2,475 △ 5.4

丸醤屋 24 1,248 △ 2.7

長田本庄軒 14 584 △ 12.4

その他 18 939 △ 16.6

合計 263 17,440 46.2



① 資産、負債及び純資産の状況 

 (資産) 

当第３四半期会計期間末における資産は、前事業年度末に比べ、5,662百万円増加し、14,087百万円

（前期比67.2％増）となりました。 

 資産の主な増加要因は、店舗数の増加と好調な売上げを反映して現金及び預金が前事業年度末に比べ

1,239百万円増加したこと、平成20年12月９日を払込期日とした時価発行公募増資で得た資金に余剰資

金の一部を加えた12億円を短期的に有価証券（ＭＭＦ）にて運用した結果、流動資産が4,666百万円

（前期比127.1％増）となりました。 

 固定資産につきましては、引き続き積極的な新規出店を行ったことにより、有形・無形固定資産は前

事業年度末に比べ1,827百万円増加し、投資その他の資産は前事業年度末に比べ1,223百万円増加した結

果、9,420百万円（前期比47.9％増）となりました。 

  

（負債・純資産） 

当第３四半期会計期間末における負債は、前事業年度末に比べ3,872百万円増加し、8,752百万円（前

期比79.4％増）となりました。 

 負債の主な増加要因は、１年以内返済予定を含む長期借入金の合計額が前事業年度末に比べ2,728百

万円増加したことによりますが、これらは主に新規出店の投資資金として借り入れたものであります。

 また、純資産は、好調な業容を反映した純利益に加え、平成20年12月９日を払込期日とした時価発行

公募増資により前事業年度末に比べ1,789百万円増加し、5,334百万円（前期比50.5%増）となりまし

た。 

  

②キャッシュ・フローの状況 

当第３四半期会計期間末における現金及び現金同等物は、結果として、前年同四半期末より2,121百

万円増加し、3,586百万円（前年同期比144.9％増）となりました。 

 第３四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

  

営業活動により得られた資金は、2,177百万円（前年同期比111.0％増）となりました。 

 主な増減要因は、税引前四半期純利益を1,826百万円、減価償却費を719百万円計上した一方で、法人

税等の支払いによる支出が755百万円あったこと等によるものです。 

  

投資活動により使用した資金は、3,422百万円（前年同期比57.9％増）となりました。 

 主な増減要因は、新規出店の増加に伴い、有形固定資産の取得による支出が2,252百万円、敷金及び

保証金の支払いによる支出が459百万円並びに建設協力金の支払による支出が818百万円あったこと等に

よるものです。 

  

財務活動より得られた資金は、3,730百万円（前年同期比156.1％増）となりました。 

 主な増減要因は、株式発行による収入968百万円に加え、短期借入金及び長期借入金による収入が

4,300百万円あった一方で、借入金の返済と社債の償還による支出が1,421百万円、配当の支払額が116

百万円あったことによるものです。 

2. 財政状態に関する定性的情報

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

（財務活動によるキャッシュ・フロー）



平成20年12月９日を払込期日として実施した時価発行公募増資（調達金額982百万円）の資金使途計

画及び資金充当実績は、概略以下のとおりであります。 

① 資金使途計画 

 平成20年12月９日を払込期日として実施した時価発行公募増資の手取調達資金972百万円は、平成21

年３月期の設備投資に全額充当する予定であります。 

② 資金充当実績 

 平成20年12月９日を払込期日として実施した時価発行公募増資の手取調達資金は概ね予定どおり進行

中であります。 

  

  

今後の見通しにつきましては、事業領域の選択と集中を行い、投資資金をより収益性の高い業態であ

る「丸亀製麺」部門を中心に展開する予定としており、当事業年度の新規出店数は、当初計画した80店

舗に対し90店舗を上回る見込みとなっております。 

 また、出店形態につきましては、都市計画法の改正に伴いショッピングセンターの出店が鈍化するこ

とが予想されることから、ロードサイド店舗への出店を積極的に展開しております。 

 また、営業年数を経た店舗においては、店舗設備のリニューアルも計画しており、販売費及び一般管

理費の増加を見込んでおります。 

 以上の状況から、通期の業績見通しにつきましては、売上高23,400百万円、営業利益2,250百万円、

経常利益2,200百万円、当期純利益900百万円を見込んでおります。 

 当社は、出店に際し、店舗の採算性を重視しておりますので、計画した店舗数に見合った出店立地を

十分に確保できない場合や、食材に係る安全性の問題等が生じた場合には、当社の業績見通しに影響を

与える可能性があります。 

  

  

固定資産の減価償却費の算定方法 

 定率法を採用している資産については、事業年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法

によっております。 

  

当事業年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表

に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14号）を適用しております。また、「四半期

財務諸表等規則」に従い四半期財務諸表を作成しております。 

  

3. 時価発行公募増資等に係る資金使途計画及び資金充当実績

4. 業績予想に関する定性的情報

5. その他

(1) 簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

(2) 四半期財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更



5.【四半期財務諸表】 
(1)【四半期貸借対照表】 

（単位：千円）

当第３四半期会計期間末 
(平成20年12月31日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成20年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,386,090 1,146,178

営業未収入金 727,908 613,363

有価証券 1,200,205 10,116

原材料 39,773 29,732

繰延税金資産 84,058 90,128

その他 228,491 165,465

流動資産合計 4,666,527 2,054,986

固定資産   

有形固定資産   

建物 4,245,389 2,730,045

工具、器具及び備品 925,667 687,338

その他 558,306 491,650

有形固定資産合計 5,729,364 3,909,034

無形固定資産 43,770 36,544

投資その他の資産   

敷金及び保証金 1,765,675 1,327,788

繰延税金資産 149,453 102,277

その他 1,772,454 1,022,903

貸倒引当金 △40,057 △29,000

投資その他の資産合計 3,647,525 2,423,969

固定資産合計 9,420,660 6,369,547

資産合計 14,087,187 8,424,533

負債の部   

流動負債   

買掛金 646,189 484,868

短期借入金 300,000 0

1年内返済予定の長期借入金 1,419,846 615,456

1年内償還予定の社債 50,000 160,000

未払法人税等 630,725 445,742

引当金 78,835 118,207

その他 1,792,887 1,105,697

流動負債合計 4,918,483 2,929,972

固定負債   

社債 240,000 280,000

長期借入金 3,586,527 1,662,321

その他 7,698 7,698

固定負債合計 3,834,225 1,950,019

負債合計 8,752,708 4,879,991



（単位：千円）

当第３四半期会計期間末 
(平成20年12月31日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成20年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,318,296 826,940

資本剰余金 1,375,944 884,588

利益剰余金 2,640,001 1,832,415

株主資本合計 5,334,241 3,543,943

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 237 598

評価・換算差額等合計 237 598

純資産合計 5,334,479 3,544,542

負債純資産合計 14,087,187 8,424,533


















